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古仲朋（仙台市） 

但木光男（仙台市） 

伊藤博（仙台市） 

佐藤留美（東京都） 

 

 

 

 

 

 

 

吉田恵子（塩竃市） 

田代フユミ（登米郡） 

大橋博之（仙台市） 

伊藤道子（仙台市） 

エコクリーン宮城《企業》(仙台市) 

堤恵美子（仙台市） 

鈴木康民（仙台市） 

佐伯康全（仙台市） 

湊康三（仙台市） 

小山明美（仙台市） 

 

 

鈴木由美（仙台市） 

橋本由紀子（仙台市） 

佐藤妙子（仙台市） 

佐藤ふみ子（仙台市） 

斎藤章子（仙台市） 

中村礼子（石巻市） 

大内明子（仙台市） 

高橋和枝（登米郡） 

五十嵐栄子（仙台市） 

※敬称略 

 

 

 

 

 

市民が作るみやぎ環境白書 

「みやぎで取り組む地球温暖化対策」 

 

 センターのこの一年の取り組みを中心にまとめた

「みやぎ環境白書 2001 年度 みやぎで取り組む地

球温暖化対策」が 6月 22日に完成しました。 

 内容は昨年度の再開

COP3（独・ボン）の参

加体験記から、好評だっ

たケンジ・ステファン・

スズキさんの環境先進国

デンマークについての講

演録、風力発電推進プロ

ジェクトの活動、電気と

灯油の省エネ実践記録、

シンポジウム参加報告、 

省エネに向けた実践的活動の報告、温暖化に対する

意見等、内容は多岐にわたっており、いずれも興味

深いものとなっています。地域レベルでの温暖化対

策を考える上で、この一冊を参考にしていただけれ

ばと思います。（価格税込 1,000円（送料別）で販売

しています。お問い合わせは事務局まで） 

 

見学  林業の現場 

バイオマス発電施設 

 

6月 24日（月）に、バイオマスエネルギー情報交換

会の企画として林業の現場と木質バイオマス発電・

熱利用施設の見学会を行い、12名が津山町役場、 

 

 

石巻の合板製造会社を訪れました。 

 津山町役場では、間伐されている山と手入れがさ

れていない山を見学し、林業の現状について学びま

した。現在、立木価格 3,600円／m3、市場での材木

価格は 35,000円／m3、市場価格は 12cm角×3mの

角材１本当たり約 1,000 円に相当するそうで、間伐

材も同等の市場価格だそうです。ただし間伐は切り

出し、運搬の効率が悪く採算が取れる価格ではない、

との説明でした。 

 バイオマス発電施設では、合板製作工程の廃材を

ウッドチップ化し、それを燃料として使用している

発電および蒸気の発生設備の見学をしました。発電

設備は、設備価格約 18 億で 3,000kw を発電し、工

場必要量の 30％をまかなっているそうです。参加者

からは、合板用に丸太の皮をむいた後に残る径 5,5cm

の心材を建築材に利用できないかなどの意見が出さ

れました。また、建築廃材を利用したリサイクルボ

ードの製造過程も見学しました。 
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2002年度新規会員（4.1～7.5）


